衛生薬学教育教材に関するアンケートのまとめ
大学名からアンケート回収率　　６２校／７０校（８８．６％）
1． ６年制カリキュラムにおいてどのような衛生薬学系教科目を、何年次のどの時期に開講されていますか。（表１．表２）
2． ６年制のカリキュラムにおいて衛生薬学系実習を開講していますか。

（ａ）はい　５６校　　（ｂ）いいえ　６校　　（円グラフ参照）
[image: image1.emf]衛生試験法注解2005

有り

無し

（ａ）はい　と回答された方への質問

（１）何年次のどの時期に開講していますか。
[image: image2.emf]衛生薬学実習

有り

無し

　　　２年次　前期　　　　　１校

　　　２年次　後期　　　　　７校

　　　３年次　前期　　　　３１校

[image: image3.emf]衛生試験法・要説2005

有り

無し

　　　３年次　後期　　　　２９校

　　　４年次　前期　　　　　５校

　　　４年次　後期　　　　　１校

　　　　　※　複数回答有り

３．衛生試験法・注解2005をお持ちですか。

（ａ）はい　５９校　　（ｂ）いいえ　３校　　（円グラフ参照）
　（ａ）はい　と回答された方への質問

（１）どこに所蔵されていますか。　　　　　　
○　図書館に所有・・・・４７校　
○　研究室に所有・・・・４６校　

○　個人　・・・・・・・２２校

また、総冊数を集計する。

○　図書館に所有・・・１５３冊　

○　研究室に所有・・・　７３冊　

○　個人　・・・・・・　３５冊
（ｂ）いいえ　と回答された方への質問

　（１）今後教育にお使いになる予定はありますか。

　　　（ａ）ある　１校　　　　（ｂ）ない　２校
４．衛生試験法・要説2005をお持ちですか。

（ａ）はい　５４校　　（ｂ）いいえ　８校　　　（円グラフ参照）
（ａ）はい　と回答された方への質問

　（１）どこに所蔵されていますか。
　　　
○　図書館に所有・・・・３０校　
○　研究室に所有・・・・３８校　

○　個人　・・・・・・・２９校

また、総冊数を集計する。

○　図書館に所有・・・・１１２冊　

○　研究室に所有・・・・　８２冊　

○　個人　・・・・・・・　７１冊
（ｂ）いいえ　と回答された方への質問

　（１）今後教育にお使いになる予定はありますか。

　　　（ａ）ある　５校　　　（ｂ）ない　３校
５．衛生試験法・要説2005をどのように使われていますか（シラバスでの記載内容）、○を点けてください。（４．で（ｂ）いいえ　とお答えの方も今後どのように使うかに関してここでお答え下さい。）

（ａ）教科目において教科書として利用　・・・・・・・　０校　　　　　

（ｂ）実習書として利用　　・・・・・・・・・・・・・　５校　

（ｃ）実習書と併用して教科書として利用　・・・・・・１２校　

（ｄ）参考書として利用・・・・・・・・・・・・・・・４０校　

（1） 衛生試験法・要説2005を教科書あるいは参考書として用いられた方への質問：教科目名あるいは実習名をお答え下さい。（複数ある場合は、全てお答えください。）

１大学当たりいくつの教科目で使用しているか。

１教科目・・・・・・・・・・・・８校

２教科目・・・・・・・・・・・・５校

３教科目・・・・・・・・・・・・６校

４教科目・・・・・・・・・・・・４校

５教科目・・・・・・・・・・・・０校

６教科目・・・・・・・・・・・・０校

７教科目・・・・・・・・・・・・７校

実習で使用しているか。

　　実習で用いている大学数・・・・・・・・３７校

（２）具体的な衛生試験法・要説2005の利用の仕方について、該当するものに○を付けてください。

（ａ）教科目において、測定法の意義、測定原理などの内容の理解に用いる。・・２０校

（ｂ）教科目において、試験法の詳細についての理解に用いる。・・・・・・・・１５校

（ｃ）教科目において、背景や周辺情報についての理解に用いる。・・・・・・・１５校

（ｄ）実習において、測定法の意義、測定原理などの内容の理解に用いる。・・・３４校

（ｅ）実習において、試験法の詳細についての理解に用いる。・・・・・・・・・２６校

（ｆ）実習において、背景や周辺情報についての理解に用いる。・・・・・・・・１９校

（ｇ）実習書の演習問題を解くために利用させている。・・・・・・・・・・・・　７校

６．衛生試験法・要説2005に対するご意見をお書きください。

　① 記載に統一のないところがある
　② 実習用ばかりでなく、試験対象物質が重要なものについては解説があるので、講義の教材として使用できるので、利用価値が高い。
　③ 食品の試験は衛生試験法で実施できますが、水道水は水道法、下水はJIS法、大気はJIS法、室内環境は学校環境衛生マニュアルで行なうため、参考書としては使いづらいです。
　④ 食品関係の実習では、衛生試験法注解の少し古い版を参考書として、学生が見ることが出来るよう数冊置いています。最新版は内容が新しすぎて、実習内容とは合わないところが出ているので（高速液体クロマトグラフィーは学生実習では使えないなど）今のところ置いていません。
　⑤ 基準など更新されないで古いまま掲載されているものが見受けられる。
　⑥ 今後要説、参考書として使いたい
　⑦ シラバスには記載していないが、参考書として使用できるよう図書館の閲覧室に所蔵している。
⑧ 薬剤師法の第1条に明示されている薬剤師の任務、を遂行するための基礎知識と技能を、薬剤師を育成する大学の、衛生薬学で学生に教育するのに最適の書と思う。
　⑨ ＣＤ版を作成して欲しい。　

　⑩ 本学は新設薬学部であり、すべての衛生薬学関連科目がまだ講義されていない（1,2年生のみが在籍）。衛生薬学を担当する教員の多くは、旧版を所有している。次年度の６月より「衛生薬学実習」が始まるので購入したいと考えているが、詳細な活用法に付いては担当職員間での話し合いがついていないのが現状である。本学では、生物系基礎薬学に分類されている「微生物学実習（３年前期）」の中でも、衛生薬学関連事項について技能教育する予定である。　
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